
できることからのリポジトリ

国立大学法人九州工業大学

附属図書館情報管理係 徳安 由希

平成２１年度第１回広島県大学図書館協議会
共同リポジトリ委員会（HARP勉強会）

平成２１年７月２４日



本日の内容

� 本学の規模

� リポジトリ（Kyutacar）紹介

� 運用体制

� コンテンツ収集

� できることの事例紹介

� 特色の紹介

� 今まで歩んできて



本学の規模

� 工科系の単科大学（２学部）

� 学生数 ５,９６３人（H２１.５.１現在）

（学部生４,３６４人、大学院生１,５９９人）

� 教育職員数（専任） ３７９人（H２１.５.１現在）



TR　１９件

学位論文 ４５件

紀要論文
６７件

５．７％

学位論文
（内容・審査の要旨）

２５９件

学術雑誌
掲載論文
７５７件

６４．０％

その他　１件

図書　１件

学会・会議発表論文
８件

研究調査報告書
２６件

リポジトリ構築

九州工業大学学術機関リポジトリ
Kyutacar（キューテイカー）
Kyushu Institute of Technology Academic Repository

�H20.3.3正式公開

�Dspace V1.4.2

紀要の登録件数が少ない
（雑誌論文が最多）

コンテンツの種類が幅広い

（H21.3.31現在 メタデータのみ除く）

計１１８３件



＋ 現在CSI委託費で派遣職員1名業務支援

運用体制～実務担当者

リポジトリ担当者数（兼任）／図書館職員数（パート職員含む）

1名／16名

派遣職員担当者

・広報
・計画立案

・システム運用
・遡及電子化作業

・CSI事業関係

・著作権処理作業
・著作権情報整備
・登録情報整備

・コンテンツ
登録

・コンテンツ
収集



コンテンツ収集の基本作業

� 学術雑誌掲載論文
– 連携登録：業績DBからの連携機能

– 個別登録：登録可能な論文の許諾依頼メールを各教員へ送信

� 学位論文
– 担当部局経由で学位取得者へ説明資料配布・許諾書の提出依頼

� 科研費成果報告書
– 担当部局経由で対象教員へ説明資料配布・許諾書の提出依頼

� 紀要論文
– 投稿要領改正により許諾書の提出不要→掲載時即登録可能

（以前は著者へ許諾書の提出を依頼）



年間スケジュール（H21年度予定）

科研費

報告書

3

2

1

12

11
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9

8

7

6
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4

カレント※遡及カレント※遡及個別登録連携登録

紀要論文学位論文学術雑誌掲載論文

コンテンツ収集作業 コンテンツ登録作業

①業績DBのデータを整備

②登録可能なものを抽出
③教員へ個別に許諾依頼メール送信
④登録できるものを随時登録

随時

電子化
作業
（外注）

包括的
著作権
処理

遡及電子化準備

※ 学位論文・紀要の遡及電子化作業をH20-21ＣＳＩ委託事業により実施

昨年度の
許諾書
提出有

許諾書
提出
依頼

一括
登録
実施

昨年度末に
刊行された
紀要の登録

許諾書
提出
依頼
↓
提出有

本文
登録

①・②

③・④ 報告書の
研究成果
登録作業

登録



いろいろとある制限・・・

� 実務担当者が少ない
⇒全体を計画どおりに進めるだけで手一杯

� リポジトリ担当係はカウンター担当外
⇒日常の中で先生へリポジトリのPRができない

� DSpaceシステムを改変するのはNG
⇒いつまでたってもデフォルトのまま



① リポジトリ上で紀要を見やすくできないかな？

（Ｈ１９．１１ リポジトリ正式公開前）

② どうしたら許諾書の記載ミスが減るのかな？

（Ｈ２０．１１ 学位論文許諾書提出依頼時）

③ 科研費報告書が電子化されたけどどうする？

（Ｈ２１．５ 科研費成果報告書許諾書提出依頼時）

できることは何だろう？

「悩み」を「工夫」で改善する/ ☺



①DSpaceでできること

� 紀要のコンテンツを見やすくしたいけれど･･･

×できないこと ：DSpaceシステムの改変

○できること ：DSpaceの機能フル活用
→ コレクションの編集画面でHTMLが使える！



①紀要の巻号を一覧表示

TABLEタグで

レイアウトを工夫

コレクションのTOP画面で
一覧表示



� 許諾書に記載ミスがあると･･･

� 改善するためには･･･

×できないこと ：追加作業をする余裕がない

○できること ：許諾書の様式を分かりやすくする
→ 様式を変更・記入例を作成！

②記載ミスをなくすためにできること

著者へ確認・修正依頼 登録

作業の追加 登録作業の遅延



②許諾書の見直し

� 押印がない（３件）

→押印の廃止

� 公開時期が未選択（４件）

→ 「公開の時期」を指定する場合のみ記入

選択式 から 記入式へ



②記入例の作成

インフォメーションHP
でも公開



②その結果・・・

２１件 / ５８件中

（許諾率 ３６．２％）
H２０

４件
３０件 / ６２件中

（許諾率 ４８．４％）
H１９

３件
２５件 / ７７件中

（許諾率 ３２．５％）
H１８

許諾書不備
許諾書提出件数

/全提出件数

授与

年度

書類不備がゼロに！

� 学位論文の許諾書提出状況

０件



③科研費成果報告書でできること

� 科研費成果報告書

H２１.６ 提出分より電子的な提出に変更

×できないこと ：報告書作成前に登録をすすめること

→これ以上教員へ働きかけるのは作業量的に厳しい

○できること ：報告書の登録許諾＋α（研究成果の許諾）

→学会発表・図書のコンテンツをつかまえる！

「本研究課題により得られた研究成果（①雑誌論文、②学会発表、③図書、
④産業財産権（特許権、実用新案権、意匠権など）のうち主要なものについて
記入すること。･･･（中略）･･･論文等の研究成果を機関リポジトリで公開してい
る場合は、論文等にアクセスするためのアドレスを記入すること。」

科研費成果報告書 「様式C-19 [作成上の注意] 13.主な発表論文」より抜粋
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/08051312.htm



③依頼文書・許諾書の見直し

� 許諾書に『主な発表論文等』の項目追加

� 依頼文書の変更

� 記入上の注意事項・記入例の変更



③その結果･･･

� H２１．６ 科研費成果報告書 ５２件提出

→リポジトリの許諾書 ２０件提出

合計

４件図書

７１件学会発表

５０件雑誌論文

件数種別

『主な発表論文等』の許諾件数

あっという間に
１００件以上

許諾！１２５件



特色１）業績DBとの連携

� 業績DB（教員情報DB）との連携機能構築

� Ｈ２０．８．７- 運用開始

業績DB（教員情報DB）画面の連携部分

★教員は「する」にチェックするたけでＯＫ！
★業績ＤＢのデータを流用してリポジトリに登録可能



特色２）リポジトリ連携システム

★各種ソート機能
★著作権許諾状況管理
★Excelから一括登録可能



今まで歩んできて

� 大変だと思うこと
– 担当者不足 この一言に尽きる･･･。

– スキル不足 特にシステム面のスキルがあればなぁ。

– 経験不足 まずは事例調査からスタート。

� 心がけていること
– 情報収集 ML，会議，インターネット，他大学のIR など。

– 他大学の方との交流 名刺交換。質問メール送信。ML投稿。

� 今後の課題
– 安定性・継続性を確立するための土台の構築

今は運用するので精一杯。マニュアル作成等が遅延。

できることを探そう！



ご清聴ありがとうございました

本学リポジトリに関する問い合わせ先

リポジトリ担当：kyutacar@jimu.kyutech.ac.jp


